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１ はじめに: 多次元分割表の種々の要因グループ間独立性, および条件付き独立性モデルの関

係を示す. 次に,これらの関係を用いて,多次元分割表の完全独立性検定統計量の分布の漸近展

開に基づく近似の容易な修正により, 漸近展開に基づく検定統計量の分布の近似が導出できる

多次元分割表の独立性モデルについての考察をおこなう.

2 ３次元分割表における種々の独立性モデル: ３次元の J ×K×L 分割表において多項分布モ

デルを考える. (j, k, l)セルの観測度数を表す確率変数を Xjkl,セル確率を pjklとする. ただし，

Xjkl (j = 1, . . . , J, k = 1, . . . ,K, l = 1, . . . , L)は，
∑J

j=1

∑K
k=1

∑L
l=1 Xjkl = nを満たす非負整

数の値を取り，自然数 nは定数とする. また，pjkl は，0 < pjkl < 1,
∑J

j=1

∑K
k=1

∑L
l=1 pjkl = 1

を満たすものとする. このとき，確率変数ベクトル X = (X111, . . . , XJKL)
⊤ が多項分布

MJKL(n, p) に従う場合について考える. ここで，p = (p111, . . . , pJKL)
⊤ である. 次に，

周辺確率を以下のように定義する. pj·· =
∑K

k=1

∑L
l=1 pjkl, p·k· =

∑J
j=1

∑L
l=1 pjkl, p··l =∑J

j=1

∑K
k=1 pjkl, pjk· =

∑L
l=1 pjkl, pj·l =

∑K
k=1 pjkl, p·kl =

∑J
j=1 pjkl. このとき，この

J × K × L 分割表に関する以下の仮説に基づく独立性モデルを考える. (1)H
(1)
0 : pjkl =

pj··p·k·p··l (2)H
(2)
0 : pjkl = pjk·p··l (3)H

(3)
0 : pjkl = pj·lp·kl/p··l

(1) は完全独立性のモデル，(2) は１要因対２要因の独立性のモデル，(3) は条件付き独立性

のモデルである。H(1)
0 , H

(2)
0 , H

(3)
0 の各々の帰無仮説を検定するための各検定統計量の n → ∞

としたときの極限分布は，それぞれある自由度をもつカイ二乗分布である.

3 分割表の独立性モデルの関係: ところで, 3次元の J×K×L分割表におけるセル確率 pjklに

おいて, i = (j−1)K+k, (j = 1, · · · , J, k = 1, · · · ,K)とおき, pil(i = 1, · · · , JK, l = 1, · · · , L)
を考えると, 3次元分割表の 1要因対 2要因の独立性モデル (2)は, 2次元の JK × L分割表

の独立性モデルに帰着する. このようなことから, Kobe et al. [1]によって導出された 3次元

分割表の 1要因対 2要因の独立性帰無仮説のもとでの検定統計量の分布の漸近展開の結果は,

Taneichi and Sekiya [2] により導出された 2次元分割表の独立性検定統計量の分布の漸近展開

の結果からの容易な修正として導出することができる. これを一般化すると, M 次元分割表の

すべての要因グループ間独立性検定統計量の漸近展開に基づく近似は, M 次元以下の分割表

の完全独立性検定統計量の分布の漸近展開による近似の容易な修正により導出できる. また,

一要因または一つの要因グループに関して条件のついた 2つの要因グループ間の条件付き独

立性検定統計量の漸近展開による近似は Taneichi et al. [3]により導出された条件付き検定統

計量の分布の漸近展開による近似の容易な修正により導出できることがわかる. 逆に, 1要因

対 2要因の独立性検定統計量の漸近展開からは完全独立性検定統計量の分布の漸近展開によ

る近似は導くことはできない.
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